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専門医に関する検討状況について 



１ 趣旨 
    医師の質の一層の向上及び医師の偏在の是正を図ることを 

  目的として、専門医に関して幅広く検討を行うため、有識者の検討 

  会を開催する 

 
 

２ 主な検討項目 
○ 求められる専門医像について 
○ 医師の質の一層の向上について 
○ 地域医療の安定的確保について 
○ その他 

 

  

専門医の在り方に関する検討会 
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専門医の在り方に関する検討会 
構成員 

池田 康夫  （日本専門医制評価・認定機構 
           理事長） 
 
○金澤 一郎  （国際医療福祉大学大学院長） 
 
    桐野 高明   （国立国際医療研究センター 
           理事長） 
 
   今  明秀    （八戸市立市民病院副院長） 
 
◎髙久 史麿  （自治医科大学長） 
 
    高杉 敬久   （博愛クリニック院長） 
 
    髙山 佳洋     （大阪府健康医療部長） 
 
    富田 保志   （国立病院機構名古屋医療センター 
                                教育研修部長） 
 

◎・・座長 
○・・副座長 
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  平林 勝政  （國學院大學法科大学院 
           特任教授） 
 
     福井 次矢  （聖路加国際病院長） 
 
     藤本 晴枝 （ＮＰＯ法人地域医療を育てる会 
          理事長） 
 
     松尾 清一  （名古屋大学医学部附属病院長） 
 
     三上 裕司  （東香里病院理事長） 
 
     桃井 真里子（自治医科大学医学部長） 
 
     森山 寛     （東京慈恵会医科大学 
           附属病院長） 
 
      門田 守人   （がん研究会有明病院院長） 
 
      山口 徹    （虎の門病院長） 



       医学教育と臨床研修 
    ○ 法に基づく臨床研修（医師法第十六条の二） 
    診療に従事しようとする医師は、二年以上、医学部を置く 
    大学に附属する病院又は厚生労働大臣の指定する 
    病院において、臨床研修を受けなければならない。 
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①これまでの検討状況 
 
第１回 平成２３年１０月１３日 
 自由討議 
  
第２回 平成２３年１１月４日 
 ヒアリング 
 ・日本専門医制評価・認定機構 
 ・日本内科学会 
 ・日本外科学会 
   
第３回 平成２３年１２月１日 
 ヒアリング 
 ・がん研究会 
 ・日本産科婦人科学会 
 ・日本救急医学会 
  
第４回 平成２４年１月１１日 
 ヒアリング 
 ・日本プライマリケア連合学会 
 ・日本医師会 
 ・福井 次矢委員 

専門医の在り方に関する検討会 
  検討スケジュール 
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 第５回 平成２４年２月１６日 
 ヒアリング 
 ・江別市立病院 
 ・一関市国民健康保険藤沢病院 
 ・髙山 佳洋委員 
  
第６回 平成２４年３月８日 
 ヒアリング 
 ・日本専門医制評価・認定機構 
 ・藤本 晴枝委員 
  
 
 

 ②今後の予定 
  ４月以降 
 ○月１回程度開催 
 ・論点整理 
 ・追加ヒアリング 
  
 平成２４年夏頃 
 ○中間取りまとめ 
  
  平成２４年度中 
 報告書 


